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美術の技法・材料に関する広領域的研究（①美03-10-5/5）

目　　的
本研究は文化財にかかわる諸分野との提携による作品の多角的研究を目指す。具体的には作品を構成する

材料や用いられた技法、制作の過程、作品の成り立ち、生成されてから今日にまでそれがどのように受容さ
れ、あるいは伝来してきたかなどを、関係の文献史料や、あるいは作品そのものに対する科学的・光学的分
析（X線撮影など）を援用しながら解明し、文化財についてより深く考究していくことを目的としている。

成　　果
１．報告書の刊行

過去４年にわたって行ってきた脱活乾漆技法の解明のための作品調査を総括した報告書『研究資料　脱活
乾漆像の技法』を刊行した。
２．作品・関係資料の調査・研究：本年度は以下の作品調査を行った。

ア）神光院蔵木造薬師如来立像
イ）神光院蔵木造地蔵菩薩立像

３．彩色関係データベース（語彙・史料編）の公開
美術工芸品の彩色を考えるうえで史料上にあらわれた関係語彙とその使用例を総覧することを目的に、彩

色関係資料データベース（語彙・史料編）のデータ集積とホームページでの公開を行ってきた。今年度はこ
れまで集積してきた全データを再点検し、その精度を高めることにつとめると同時に索引を作成して上記報
告書にCD-ROMを添付した。
４．寄贈資料の整理

前年度までに寄贈を受けた資料のうち、技法材料研究ととくに関わりの深い久野健旧蔵資料および秋山光
和旧蔵資料の整理を進めた。
５．研究会の開催等
　研究会２件（2010年11月24日、皿井舞「作品紹介　京都神光院・地蔵菩薩立像」／2010年12月17日、皿
井舞「平安初期神仏習合彫刻史試論　京都・神光院薬師如来立像をめぐって」）を開催し、調査結果を報告
した。
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